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第２章 市街地の変遷 
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２-１ 市街地の変遷 

立地適正化計画の基本方針を定めるにあたって、上越市の市街地の変遷やこれまでのまちづく

りを整理しました。 

○1970年代 未線引き都市計画区域 

・直江津市と高田市が合併（1971年） 

・旧直江津市、旧高田市を拠点とし、その中間である春日山地区に市役所等が建てられ、3つ

目の拠点が誕生（1976年） 

・当時の市街地面積は23.16㎢で、現在の面積の約半分程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○1980年代 線引き都市計画区域（当初） 

・北陸自動車道の開通や新興住宅地の開発など、経済成長に伴い市街地が徐々に拡大 

・まちなかから大型商業施設が移転するなど、郊外移転の兆候が見受けられる 
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○1990年代 線引き都市計画区域（第1回見直し）  

・上越インターチェンジをいかした土地区画整理事業を展開し、新たな拠点が誕生 

・この頃、商業施設や大学、病院などの郊外移転や人口密度の低下が始まる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2000年代 線引き都市計画区域（第2回見直し）  

・バブル崩壊 

・大規模小売店舗立地法の施行や経済低迷も相まって、郊外移転や人口密度の低下が加速 
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○2009年～現在 線引き都市計画区域（第3回見直し） 

・人口減少、少子高齢化社会に突入 

・北陸新幹線新駅の上越妙高駅周辺が新たな拠点として加わり、5拠点となる 

・市街地面積は、直江津・高田の合併時に比べ約2倍に拡大（23.16㎞2→44.34㎞2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上越市では、これまで人口増加や経済成長を背景に市街地の拡大を図り、上越インターチェン

ジ周辺や上越妙高駅周辺などの新たな拠点が加わり、まちの姿が大きく変化してきました。 
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